
１　推進状況及び評価

現状値 目標値（R11） 目標数値の考え方 現状値の出典（年次） R６ R７ R８ R９ R10 R11

1 1 現状維持
北海道保健福祉部調査
（令和４年４月現在）

1 目標どおり現状維持（名寄市立総合病院が該当している。）

体 制 整 備 1 1 現状維持
北海道保健福祉部調査
（令和４年４月現在）

1 目標どおり現状維持（名寄市立総合病院が該当している。）

20.5 20.5 現状維持
令和４年医師・歯科医師・
薬剤師調査［厚生労働省］

R6の確定値
の公表なし

２　主な取組の内容等

小児二次救急医療体制が確保されている小児
救急医療支援事業参加病院

北海道小児地域医療センター

小児医療を行う医師数（人口１万人対）（人）

一般の小児医療及び初期小児救急医療体制

・医師や救急医療に携わる他職種の方々が小児救急医療に関する最
新の知識を得て、地域における小児救急医療体制の維持・向上に繋げ
ることを目的とした「小児救急医療地域研修会」を開催（R６．１１．７　道
医師会委託事業）

・地方・地域センター機能強化事業（補助金）による小児科医師の派遣

取組の内容 実　　　　績

・二次救急医療機関における小児救急患者に占める軽症者の割合
が高いことが以前から指摘されており、小児科勤務医が長時間にわ
たる不規則な勤務を余儀なくされ、その改善が求められている。

・小児救急電話相談事業の一層の活用を推進する。

・勤務医等の負担軽減のため、地域の小児科や内科の開業医や関係
機関との幅広い連携体制の構築に努める。

小児専門医療及び入院小児救急医療体制

・名寄市立総合病院が、北海道小児地域医療センターとして小児救急
患者を受け入れる体制を確保

・小児救急医療支援事業（補助金）による小児救急医療体制の整備

・小児科医師数
　　 名寄市立総合病院（北海道小児地域医療センター）
　　　常勤医　８名（令和７年４月1日現在）

・専門医療や２４時間体制の救急医療を提供する体制が確保されて
いることから、隣接する医療圏の医療機関と連携し、入院医療や救急
医療を提供できる現状の機能を維持することが必要である。

・市町村健診事業等、院外での業務派遣や外来診療派遣も多く、外
来の診療体制から休日夜間の当番体制までの小児医療体制確保が
必要な状況である。

課　　　　題 今後の方向性

小児医療に係る相談支援体制等

・小児救急電話相談事業についての各市町村及び保健所による広報誌
やホームページ掲載等による啓発を行い、乳幼児を持つ保護者に対し
ては、「こどもの救急」の冊子を配布し啓発

・救急講習会等を実施
　※実施実績等は【救急医療体制】に記載

・夜間、休日における子どもの急な病気やけがの相談など、家族を支
援する体制が必要である。

・小児救急電話相談事業の一層の活用を推進する。

・地域住民への子どもの急病時の対処方法や適切な医療機関の利用
などについて、更なる啓発に努める。

「上川北部圏域地域推進方針」の推進状況　【令和６年度】

　11　小児医療体制（小児救急医療を含む）

指標区分 指標名（単位）
地域推進方針における指標 実績数値

令和６年度の評価

上川北部圏域

1


